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計算の途中経過も示すこと，結果のみの解答は採点しない場合もある．解答は論理的にわかりやすく示すこと，汚い字で殴り書

きしてあるような答案は採点しない． 

 

問 1 ポンプにより、流量Ｑ=30m3/min の水が送水されてい

る。水平な管路の①、②断面で圧力を測定したところ

p1=-40kPa, p2=300kPa であった。ポンプの水動力及び軸動力

を求めよ。ただし、ポンプ効率ηを 80％とし、管径は入り口、

出口ともにΦ=200mm とする。また、水の密度は 1000kg/m3

とする。ここで、入り口及び出口の管の長さを 10ｍ、また、

このときの管摩擦係数は 0.025 とする。 
（各 10 点） 

 
(1) 断面①から②における単位質量あたりのエネルギを式

で示せ。     
 
 
 
 
 
(2) ポンプが単位質量あたり水に与えるエネルギを式で示

せ。      
 
 
 
 
(3) 水動力 Pwを式で表せ。     
 
 
 
 
(4) ポンプ効率ηを用いて軸動力 Ps を式で示せ。  
 
 
 
 
(5)水動力 Pwの値を求めよ。    
 
 
 
 
(6)軸動力 Ps を求めよ。    
 
 
 

問 2 ある水力発電所では内径 500ｍｍの円管にＱ=0.5m3/s
の水 を流して、水車を回している。水は水車通過後は大気

中に放出され貯水槽に送られる。この水車から取り出せる動

力を求めよ。ここで水車の入り口側圧力を 5MPa、水車の効

率ηを 90%、水の密度は 1000kg/m3とする。ただし、管摩擦

及び位置エネルギは無視できるものとする。  （10 点） 

 
 
(1) 水車前後のエネルギを式で示せ。  
 
 
 
 
 
(2)水車が単位質量あたり水から得るエネルギを式で示せ。

      
 
 
 
 
 (3) 効率ηを用いて実際に得られる軸動力 Ps を式で示せ。

      
 
 
 
 
 

(4)水車が得ることができる軸動力 Ps の値を求めよ。
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